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はじめに

いじめや不登校など，子どもたちの不適応問題は依然として深刻な状況にある。文部科学省学校

基本調査（200９年度）では，不登校児童生徒数は中学校が10万4千人，小学校が2万3千人，いじめ

の認知件数は学年別で中学１年生が2万４千件で最も多いことが報告されている。新潟県教育委員

会は，このような現象面のギャップとともに，中学校へ進学した生徒が感じる制度や指導等のギャ

ップという２つの側面を総合して「中１ギャップ」とした。

中１ギャップの解消に向けた宿泊体験活動には，2001年度に始まった妙高村（現妙高市）におけ

る小学校３校の通学型合宿がある。その後，様々は変遷を経て妙高市教育委員会は2008年度から，

市内12の全小学校の６年生全員を対象として「妙高フレンドスクール」を実施している。2009年度

は，「コミュケーション能力を育成し，中学入学後の円滑な人間関係の素地をつくる」こと基本方

針に据えた５泊６日の活動を行った。コミュニケーション能力を高めるためには，基本的なソーシ

ャルスキルが必要である。そこで，妙高市教育委員会並びに参加12ヶ校のご協力をいただき，妙高

フレンドスクールが児童のソーシャルスキルに及ぼす影響を調査する。また，ボランティアで児童

を支援する大学生のソーシャルスキルの変容を調査し，今後のボランティア活動の方向を検討する。

第１調査 妙高フレンドスクールが児童のソーシャルスキルに及ぼす影響

１ 調査対象

妙高市公立小学校12ヶ校の全６年生371人を対象とする。３ブロック編成で活動し，１ブロッ

クは137人，２ブロックは132人，３ブロックは102人であった。

２ 調査期間

（１）１ブロックと２ブロック

① プログラムの実施と事前・事後調査 2009年 6月21日～6月26日（5泊6日）

② １ヶ月後の調査 2009年 7月21日～7月23日の間で１日

（２）３ブロック 2009年11月 2日・4日のうち１日

３ 調査材料

児童用社会的スキル尺度（1996，嶋田他）を用いる。この尺度は，「向社会的スキル」７項目，

「攻撃行動」４項目，「引っ込み思案行動」４項目，合計15項目で構成されている。

４ 調査手続き

1ブロックと２ブロックについては，妙高フレンドスクールの事前と事後，１ヶ月後に調査す

る。１ヶ月後の調査は，各学校の学級担任に依頼した。調査データのうち有効なデータを１・２

ブロック合計して分散分析を行った。妙高フレンドスクールは，５泊６日の集団宿泊活動であり，

プログラムの概要はTable1に示すとおりである。日中の活動は，各学校の教師が指導し，夕方か

ら翌朝にかけての活動や生活指導は，自然学校ねぎぼうず（教育団体）の方々とボランティアと

して参加する上越教育大学の学生が行った。筆者は，学生に同行し，学生と児童の活動の様子を

観察した。３ブロックは，インフルエンザの影響で妙高フレンドスクールを実施することができ

なかったため，実態調査を１回行った。
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５ 結果

Table2は，社会的スキル得点の平均値と標準偏差を示したものである。各下位尺度別に分散分

析を行った結果「向社会的スキル」（Ｆ(2,510)=30.98, p＜.01），「攻撃行動」（Ｆ(2,510)=3.07,p

＜.05），「引っ込み思案行動」（Ｆ(2,510)=11.00,p＜.01）すべてに時期の効果が認められた。次

に，LSD法による多重比較を行った。結果は，Table3に示すとおりであった。

第３ブロックは，調査時期が１１月であったため，１・２ブロックとの統計的な比較はできな

いが参考データとしてみることができる（Fig.2）。

Fig.2 1・２ブロックと３ブロックの社会的スキル得点の平均値比較（参考）

６ 考察

妙高フレンドスクールは，「向社会的スキル」の向上に極めて有効である。これは，５泊６日
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Table2 社 会 的 ス キ ル 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差

事 前 事 後 １ ヶ 月 後

N＝ 256 Mean (SD) Mean (SD) Mean (SD)

向 社 会 的 ス キ ル 22.00 (3.06) 23.34 (3.43) 22.50 (3.37)

攻 撃 行 動 5.90 (1.70) 5.70 (1.71) 5.67 (1.75)

引 っ 込 み 思 案 行 動 6.08 (2.40) 5.53 (2.14) 5.63 (2.36)

Table3 時 期 の 効 果 （ F比 ） 及 び 多 重 比 較 の 結 果

向 社 会 的 ス キ ル 30.98** 事 前 ＜ 事 後 事 前 ＜ 1ヶ 月 後 事 後 ＞ 1ヶ 月 後

攻 撃 行 動 3.07* 事 前 ＞ 事 後 事 前 ＞ 1ヶ 月 後 事 後 ＝ 1ヶ 月 後

引 っ 込 み 思 案 行 動 11.00** 事 前 ＞ 事 後 事 前 ＞ 1ヶ 月 後 事 後 ＝ 1ヶ 月 後

**p＜ .01, *p＜ .05, +p＜ .10 ＜ ＞ ： *p＜ .05， =:n.s.

Fig.1 社 会 的 ス キ ル 得 点 の 変 化
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Table 1 妙高フレンドスクール活動プログラム（主な日中の活動）

１ブロック ２ブロック
１日目 ○ 開会式 調査（IKR 社会的スキル尺度） ○ 開会式 調査（IKR 社会的スキル尺度）

○ 妙高アドベンチャー ○ 妙高アドベンチャー
○ 交流活動 ○ 交流活動

２日目 ○ 火山学習 ○ 秘密の基地づくり
＊ 夜の活動・振り返り（５日まで） ＊ 夜の活動・振り返り（５日まで）

３日目 ○ 夢見平探検隊 ○ 野外炊飯
４日目 ○ 秘密の基地づくり ○ 火山学習
５日目 ○ 野外炊飯 ○ 夢見平探検隊

○ キャンプファイヤー ○ キャンプファイヤー
６日目 ○ クラフト ○ クラフト

○ 閉会式 調査 ○ 閉会式 調査
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の活動で児童が濃密に交流すること，しかも妙高アドベンチャーなど人間関係づくりを意図した

プログラムが組み込まれていることによるものと思われる。しかし，１ヶ月後は，「向社会的ス

キル」が低下し，参加前の状態に近づいていることに注目しなければならない。このことを改善

するためには，妙高フレンドスクール実施後の学校生活の中で向上したスキルの維持と般化を促

す働き掛けを行う必要がある。

「攻撃行動」「引っ込み思案行動」は妙高フレンドスクールで低減し，１ヶ月後も維持されて

いる。しかし，ブロック別に分析すると，１・２ブロック合わせて分析したときよりも変化が少

なかった。負のスキルは，発揮する場面が「向社会的スキル」に比べて少なく，各学校の要因が

影響すると考えられる。これらのことから，負のスキルは「向社会的スキル」に比べて変容しに

くいスキルである反面，一旦変容すると低減しにくいスキルであると推測される。したがって，

負のスキルは，妙高フレンドスクール実施後の維持と般化に目を向ける前に，妙高フレンドスク

ール実施期間中に変容を促す手立てを講じることが重要と思われる。

「子ども農山漁村交流プロジェクト」における教育効果の評価(2009)で，プログラムの計画・

実施に当たって参考となる事項がまとめられている。その中に，「宿泊体験活動を児童生徒の人

間形成や社会性の涵養のきっかけととらえ，事前・事後指導を充実させ，他の学校行事と関連を

持たせて継続的に取り組むこと」という項目がある。

年間かけてソーシャルスキルを向上させることは，たいへんな労力である。それを考えると，

妙高フレンドスクールは短期間で集中的にソーシャルスキルを高める絶好の機会である。その際，

高まったスキルを維持させる方策をプログラムに加えることで，その後の学校生活の中にソーシ

ャルスキルが般化し，人間関係がより円滑になると思われる。

そこで，現在行われているプログラムにソーシャルスキル教育を取り入れることを提案する。

具体的には，事前指導で活動に必要なソーシャルスキルを学習させ，活動の中で意識させる。タ

ーゲットスキルとしては，「上手な話の聴き方」と「温かいメッセージ」とする。これらのスキ

ルには，今回使用した尺度の質問項目の要素が多く含まれている。夜の活動は，キャンプファイ

ヤーのスタンツの話し合いであり，相手を見て積極的に話を聞くことが親和的な関係をつくるポ

イントになる。また，「ほめる」「励ます」「感謝する」「気づかう」などの「温かいメッセージ」

を伝え，逆に相手をけなす，声掛けをしないなど「冷たいメッセージ」を抑制することで日中の

活動がさらに充実すると思われる。

第２調査 妙高フレンドスクールがボランティア大学生のソーシャルスキルに及ぼす影響

１ 調査対象 大学１年生6人,２年生3人, ３年生8人, ４年生1人, 大学院生１人, 計19人

２ 調査期間 2009年6月21日～6月26日

３ 調査材料

成人用ソーシャルスキル自己評定尺度（相川，2005)を用いる。この尺度は，「関係開始」８

項目，「解読」８項目，「主張性」７項目，「感情統制」４項目，「関係維持」４項目，「記号化」

４項目で計35項目からなる尺度である。

４ 調査手続き

妙高フレンドスクールで，１・２ブロックの児童にボランティアとしてかかわった学生のうち，

事前と事後に調査が可能な学生19名に調査した。19名のうち，各班を直接担当した学生は15人，

全体を見て必要に応じて班の児童をサポートした学生は４人であった。学生は,ボランティアと

して，夕方から翌朝までの時間帯について自然学校ねぎぼうずの方とともに，「夜の活動」と「振

り返り」「キャンプファイヤー」の支援，食事や就寝，起床等の生活指導を行った。
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５ 結果

Table4は，成人用ソーシャルスキル自己評定尺度の事前と事後の平均値を示したものである。

下位尺度別に分散分析を行った結果「関係開始」（Ｆ(1,18)=3.11,p＜.10），「関係維持」（Ｆ(1,

18)=18.41,p＜.10），「記号化」（Ｆ(1,18)=3.07,p ＜.10）に時期の効果が認められた。「解読」「主

張性」「感情統制」については，時期の効果は認められなかった。

６ 考察

参加した学生の中から，全体を見る担当であった女子学生１名，児童の班を直接担当した男子

学生１名にインタビューをした結果を踏まえて考察する。学生は，まず児童と関係をつくるため

に「関係開始」スキルを発揮する。そして，関係が開始されると「関係維持」の質問項目である

「相手の話をまじめな態度で聞くことができる」「相手の立場を考えて行動する」などのスキル

を発揮して児童との関係を良好に保とうと努力していく。その際，「記号化」の質問項目である

「相手に良い感じを持ったらそれを素直に表現できる」「表情が豊かである」などのスキルを発

揮し，自分が感じたことを子どもに分かりやすく伝えようとしている。

「解読」スキルは，事前に比べ事後の平均値が下がっている。学生は児童に適切な支援を行う

ために，相手の様子を読み取ろうとしているが，なかなかうまくいかないと感じている結果であ

ると思われる。

「感情統制」や「主張性」のスキルについては，夜間の活動だけでは感情のコントロールや表

出というスキルを発揮する場面が少なかったと推測される。

学生は朝方，児童と一旦別れ，大学に向かう車の中で仲間と活動についてシェアリングを行っ

たり，自己のかかわり方について省察する時間を持ったりして，夕方，児童との再会に備えてい

る。このことは，児童との関係や自分のソーシャルスキルを見直すために有効な学びのサイクル

となっている。今回の調査における学生の相手意識は児童であった。このスキルが，学生同士の

中に般化されているかどうかと言う問題は，これからの課題となる。

今後，学生が児童に対して，ソーシャルスキル教育を行うことによって，児童のソーシャル

スキルを高め，学生が自らのソーシャルスキルを意識するという相乗効果が期待される。
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T a b l e 4 成 人 用 ソ ー シ ャ ル ス キ ル 自 己 評 定 尺 度 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差
事 前 事 後

Ｎ １ ９ M e e n ( S D ) M e e n ( S D ) 有 意 性
関 係 開 始 ス キ ル 2 2 . 5 8 ( 4 . 4 9 ) 2 3 . 7 9 ( 3 . 9 0 ) +
解 読 ス キ ル 2 3 . 7 9 ( 3 . 9 0 ) 2 3 . 3 1 ( 2 . 0 5 )
主 張 性 ス キ ル 1 7 . 9 5 ( 3 . 0 1 ) 9 . 5 3 ( 4 . 4 1 )
感 情 統 制 ス キ ル 9 . 7 4 ( 2 . 0 2 ) 1 0 . 5 3 ( 1 . 1 9 )
関 係 維 持 ス キ ル 9 . 6 8 ( 1 . 7 2 ) 1 1 . 8 4 ( 1 . 7 2 ) * *
記 号 化 ス キ ル 1 1 . 9 5 ( 2 . 2 6 ) 1 2 . 5 8 ( 2 . 1 6 ) +

* * p ＜ . 0 1 , * p ＜ . 0 5 , + p ＜ . 1 0
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